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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 脊椎動物の呼吸リズム形成機構を解明するのが目的

である．

 方法

 麻酔・非動化後，頚部にて両側迷走神経を離断した

家兎に両側人工気胸を施し空気にて人工呼吸下に実験

した．中位外肋間神経（Th5－8）の中枢端を短矩形パル

スで種々の位相で刺激し，それに対する中枢の呼吸性

応答の変化（基準点の進みや遅れ）を横隔神経放電で

モニターして位相応答曲線（Phase Response Curve，

PRC）を求めて解析した．

 結果

 吸息相と呼息相では呼吸中枢の応答が異なった．吸

息相刺激では全か無かの反応がみられた．刺激が弱い

と呼吸性応答は無く，刺激が強くなると吸息の早期で

吸息から呼息への切り替えによる位相の進みがみられ

た．これは刺激により吸息が早期に終了したため短縮

し，さらにその短縮に応じて次の呼息も短縮したため，

一呼吸サイクル全体が短縮し，後続する呼吸相が早期

に開始されたため生じたものである．従って，吸息の

終了点に近づくにつれ位相の進みは小さくなり終了点

では0となって，呼三相のPRCに続く．切り替えの起

こる刺激位相は刺激が強くなるほど吸息の開始点に近

づくことから吸息から呼息への切り替えには閾値が存

在することが分った．呼息相刺激では刺激強度と刺激

位相に応じて位相の遅れが大きくなり，PRCは次の吸

息相のそれとは不連続になった．この位相の遅れは，

刺激を受けた呼息のみが延長し，後続の呼吸相の開始

を遅らせたことによるもので吸息には影響しない．

PRCの傾きは弱い刺激で0，強い刺激で1であった．

 考察

 一呼吸サイクルは吸息相と呼音曲とに分かれ，吸息

から始まり呼息に終わる一連の現象で，呼息から吸息

への移行はその過程の再始動と考えられる．呼息から

吸息への不連索性は特異点（刺激により位相の定まら

なくなる点）での現象と解釈される．傾き0と1の

PRCが得られた場合，適当な強度の刺激をこの特異点

で与えるとそのオシレーターの形成するリズムが停止

すると言われているが，本実験では呼吸停止は起こら

なかった．これは特異点での位相の不安定性がこれま

で解析されてきたオシレーターのそれとは異なるため

と思われる．本実験で得られたPRCと過去に報告の

あったPRCとの類似性および予備実験の結果から呼

吸中枢のリズム形成機構は吸息性と呼息性の二種類の

ペースメーカー細胞群から構成されている可能性が示

唆された．

 結論

 家兎の外肋間神経を刺激し横隔神経上の呼吸性応答

から位相応答曲線を求め，呼吸中枢の特徴について分

析した．その結果呼吸は吸息から始まり呼息で終わる

連続的過程であり，呼息から吸息への切り替えはその

過程の再始動であることが分った．さらに，呼吸オシ

レーターは吸息性と呼息性のペースメーカー細胞群か

ら構成されている可能性を示唆した．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，外肋間神経刺激に対する横隔神経活動の位相応答曲線の解析から，呼吸は吸息から呼息

への連続過程と吸息の再始動という不連続過程の繰返しであり，そのリズム形成にペースメーカーの

細胞の存在を示唆するもので，呼吸生理学上大いに価値あるものと認める．
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